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見落とすな 『一時停止の標識』
確実な『一時停止』と左右の安全確認

気を付けないと･･･
落ちるぞ！ すべるぞ！ ぶつかるぞ！

「構内」事故の防止 （バック事故多発･･･後方の安全確認）

○ 停止するときは、早めに減速し、車間１台分をあける（スリップ時の追突防止）
○ 狭い道でのすれ違い時は、車両停止の徹底（無理して先に進まない）

雪山で見えにくい時は…身を乗り出して確認 雪山の陰からの飛び出し注意
脇道から乗用車・人が出てくるかも知れません

冬道での追い越し・車線変更は、事故に直結 危険な追い越し 生命の危険
冬道は…見えない、滑る、曲がれない、止まれない

交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは・・・『カメが歩くスピードの気持ちで 』

車間距離を十分に 追突を未然に防止

交差点、左折のタクシーにはねられ、3歳女児死亡
信号、横断歩道のない交差点

女児は母親の後ろについて道路を渡っていた
◇交差点 左折時は、左後方からの横断歩行者に注意しましょう◇

２０１８／２／５（月） １０：３２
４日午後９時前、信号も横断歩道もない交差点を左折中のタクシーが、道路を横断していた女児（３）をはね

た。女児はタクシーの左前輪に腹部をひかれ死亡した。警察によると、女児は母親の後ろについて道路を渡って
いたという。
目撃者は、「すみっこで親と一緒に子どもが歩いていた。子どもが多分ふらついた、それで巻き込んだ。泣い

ていた、結構大きな声で」
警察はタクシー運転手の前方不注意が事故の原因とみて調べている。

「スピード出し過ぎ」 カーブ、曲り切れず
軽乗用車がガードレールに激突、車にガードレールが突き刺さり、男女２人死亡

２０１８年２月４日１４時５４分
４日午前１０時前、三重県の国道で、軽乗用車が中央分離帯のガードレールに激突しました。この事故で軽乗

用車を運転していた２０代とみられる男性と助手席に乗っていた２０代とみられる女性が死亡しました。軽乗用
車にはガードレールが突き刺さっていて、警察は、軽乗用車がカーブを曲がりきれずに激突したとみています。

交差点 横断歩道でクレーン車にはねられる 男性死亡
２０１８／２／５（月） １２：１２

５日午前７時４０分ごろ、兵庫県の交差点で、横断歩道を渡っていた男性がおよそ２５トンのクレーン車には
ねられました。この事故で６０代くらいの男性が死亡し、クレーン車を運転していた男性容疑者（４５）が過失運転
致死の現行犯で逮捕されました。警察によるとクレーン車は新車のため仮登録状態で、神戸港から石川県の陸運
事務局に向かう途中だったということです。

路面凍結 スリップ、横転、後続車3台追突
避けようとした後続車2台もガードレールに衝突

◇前方で・・・何が起こるかわかりません 車間距離を十分にとりましょう◇
２０１８／２／５（月） １２：２９

４日午後５時ごろ、山口県の国道のトンネル付近で軽トラックがスリップして横転しました。後続の車３台が軽
トラックに追突し、さらに事故車両を避けようとした車２台もガードレールなどに衝突しました。この事故で軽
トラックを運転していた男性が軽いケガをしました。警察によりますと事故当時、現場一帯は路面が凍結してい
たということです。

トンネル内凍結 スリップ、はみ出し 多重事故
軽トラの男性死亡、同乗の妻も、首の骨を折る重傷

２０１８／２／５（月） １２：３４
４日午後５時１５分ころ、広島県の国道のトンネルで軽トラックとマイクロバス、さらに乗用車が立て続けに

衝突する事故があり、軽トラックを運転する男性（６８）が死亡しました。軽トラックに同乗していた妻も首の骨
を折る重傷です。警察は軽トラックが反対車線にはみでたとみていますが事故当時トンネル内は一部凍結してい
るところがあり、スリップした可能性もあるとみて事故原因を調べています。


